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環境アセスメント士会・平成 28 年度通常総会を、

平成 28 年 6 月 10 日（金）に JEAS 会議室で開催

いたしました。平成 27 年度の事業報告があり、同年

度決算・平成 28 年度事業計画・予算が無事可決され

ました。また、本年度は役員改選期にあたり、右のと

おり役員が選任されまました。 

なお、席上和田会長より、「環境アセスメント士会

の活動は 4 年を経過し、5 年目に入りました。２年間

に講演会を 2 回、サロン会を 2 回、勉強会を 1 回開

催するなど、それなりの成果をあげてきました。今年

は、創立 5 周年のイベントも予定しています。正会

員・賛助会員合わせて 78

名強の会員の皆様に活動

を支えていただき、感謝

しております。」との挨拶

がありました。 

総会終了後、東京農業大学 荒井
あ ら い

歩
あゆみ

先生をお招きして、 

ご講演いただきました。 

 

演題：「環境アセスメントにおける景観 

－風力発電と景観の話を中心に－」 

日時：平成 28 年 6 月 10 日（金） 19～20 時 

場所：（一社）日本環境アセスメント協会会議室 

 

東京農業大学准教授 荒井歩先生のご紹介 

1996 年 東京農業大学大学院農学研究科農学専攻博士課程修了。博士（農

学）。東京農業大学地域環境科学部准教授。 

平成 26 年度環境影響評価技術手法（自然環境分野）に関する検討委員会委

員、港区港にぎわい公園づくり基本方針検討委員会委員等、多数の委員会委員

を務める。 

 

環境アセスメント士会役員氏名 

（会長・副会長・事務局長を除き五十音順） 

◆運営委員 
会 長 和田 仁志 
副会長 黒崎 靖介 
副会長 工藤 俊哉 
事務局長 加藤 辰彦 
  上原  励 

  大石 英子 
  大野  直 
  小髙 応理 
  杉山 貞二 
  西 麻記子 
  浜田  拓 
  伴  武彦 

細川 岳洋（新任） 
丸谷 美穂（新任） 
矢代幸太郎（新任） 

（以上 15 名） 
◆監事 
  高山  登 

  新里 達也（新任） 

（以上２名） 
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環境アセスメント士会の設立 5 周年を機に、当会のシンボルとなるロゴマークを制定すべく、原案

の募集を行います。みなさまの素敵なアイデアをお待ちしております。 

 

■募集期間：平成 28 年 8 月 1 日（月）～平成 28 年 11 月 30 日（水）（必着） 

■応募資格：環境アセスメント士会会員並びに（一社）日本環境アセスメント協会の会員団体に属

する個人、または前述の資格者から推薦を受けた者。 

■採用作品数：１点（賞状ならびに賞金１万円が贈呈されます） 

佳作：若干数（賞状ならびに記念品等） 

■応募及びお問合せ先：アセス士会事務局アドレス（pea@jeas.org）まで 

※詳細は、当会のウェブサイトをご参照ください。 

 

定期的なお知らせは会員メールや日本環境アセスメント協会ホームページにて随時公開していま

す。意見交換や情報交換は Facebook で行っています。ご活用ください。 

ホームページ 

http://www.jeas.org/modules/contents17/
 

http://www.facebook.com/groups/301840033234795

環境アセスメント士会への入会について 

会員資格は、環境アセスメント士の方(正会員)、本会の活動を賛助する個人・環境アセスメント士を

志す方(賛助会員)です。年会費は、2,000 円です。随時皆さまのご入会を募集しております。 

詳しくは、上記ホームページをご覧ください。 
あとがき 

環境アセスメント士会も5年目に入ります。今年は、

ロゴマークを作るほか、5周年記念イベントなどを予

定しています。猛暑にも負けない、環境アセスメント

士会の「熱い活動」にご支援賜りますよう、お願い申

し上げます。 

環境アセスメント士会 広報チーム 

連絡先  

環境アセスメント士会 
〒102-0092 東京都千代田区隼町 2 番 13 号 

US 半蔵門ビル 7F 
TEL 03-6268-9494 FAX 03-3230-3876 
E-mail: pea@jeas.org 

 

講習会参加者からの感想 

荒井先生のご講演は、先生が 2012 年に発表された石川県輪島市大沢（ＮＨＫ連続テレビ小説「まれ」

のロケ地）での歴史的・文化的景観研究の結果を用いて行われました。 

現在アセスで用いられる評価手法は、計量心理学等をもとにしているもので、近年話題となっている「身

近な景観」「景観の複合的影響」には、基準にあたるものがありません。文化的景観は、①自然、②歴史、

③生活及び生業、④住民の認知度であり、これらを総合したものが身近な景観として認識でき、これらの総

合的な検討結果から、「地域で壊してはいけない固定的なエリア」を決めることができます。このことから、

風力発電における景観についても考察ができるという内容でした。 

古い地名などの文化的景観の要素を環境アセスに取りこむという発想は、今までありませんでしたので、

新鮮でした。自然エリアの対象地には有効と思いました。 
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